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理
事
会	

５
／
26	

　

於
・
新
潟
県
人
会
館

　

藤
塚
会
長
以
下
16
名
出
席

　

・
会
報
発
送　

約
８
０
０
部

　

・
総
会
打
ち
合
わ
せ

第
53
回
総
会	

６
／
24	

　

於
：
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

　

出
席　

会
員
79
名　

片
貝
35
名

片
貝
祭
り
厄
年
の
会
へ
寄
贈	

９
／
9

　

祝
酒　

清
酒
２
本
ず
つ
寄
贈

　

・
成
人
、
33
歳
、
42
歳
、
50
歳
、

　

還
暦
、
伝
統
芸
能
保
存
会

片
貝
祭
り
奉
納	

９
／
10	

　

出
席　

藤
塚
会
長　

相
撲
場
桟
敷
で
会
員
観
覧

　

�

約
20
名
参
加
（
例
年
桟
敷
２
枡
を

申
し
込
み 

祭
り
場
で
の
会
員
の

懇
親
の
場
と
し
て
い
ま
す
）

片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー
宿
泊
体
験

	

９
／
９
、
９
／
10	

　

会
員
７
名　

宿
泊
体
験

励
ま
す
会
教
育
講
演
会	

10
／
12	

　

於
・
片
貝
中
学
校

　

�

出
席　

藤
塚
会
長
、
内
藤
励
ま

す
会
会
長
、
安
達
副
会
長
、
小

宮
事
務
局
長
、
徳
永
理
事

「
や
せ
か
ま
ど
」
写
本
寄
贈	

10
／
12	

　

於
・
片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー

　

藤
塚
会
長
、
安
達
副
会
長
、
小

宮
事
務
局
長

理
事
会	

11
／
10	

　

於
・
新
潟
県
人
会
館

　

藤
塚
会
長
以
下　

15
名

　

・
総
会
反
省

　

・
諸
行
事
打
ち
合
わ
せ

　
東
京
片
貝
会

　
　
平
成
25
年
新
年
会
御
案
内

　

師
走
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

暖
か
か
っ
た
10
月
か
ら
一
気
に
冬
が
来
た
よ
う
な
気

候
で
す
が
、
お
元
気
で
し
た
か
。

　

平
成
25
年
新
年
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
花
火
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
抽
選
と
恒
例
の
「
木

遣
り
」合
唱
で
故
郷
を
偲
び
、
友
好
を
温
め
ま
し
ょ
う
。

　

お
誘
い
合
っ
て
、
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

日
時

　
　

平
成
25
年
1
月
27
日
（
日
）

　
　

午
後
一
時

　
　
（
正
午
よ
り
受
付
）

会
場

　
　

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

　
　

東
京
都
千
代
田
区
二
の
二

電
話

　

０
３
・
５
２
１
０
・
４
６
０
０

会
費　

七
、〇
〇
〇
円

お
願
い　

　

返
信
は
１
月
15
日
（
火
）

　

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

（1）

　

こ
の
ほ
ど
、
東
京
片
貝
会
所
有

の
準
原
本
「
や
せ
か
ま
ど
」“
佐

藤
本
〟
は
、
片
貝
町
（
協
議
会
）

へ
寄
贈
さ
れ
た
。

　

片
貝
町
で
は
、
コ
ピ
ー
を
総
合

セ
ン
タ
ー
に
保
管
し
、
準
原
本
は

保
管
体
制
が
整
っ
て
い
る
小
千
谷

市
立
図
書
館
へ
寄
贈
す
る
方
向
と

の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
図
書
館

に
は
「
や
せ
か
ま
ど
」“
新
野
本
”

が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

 

「
や
せ
か
ま
ど
」“
佐
藤
本
” （
八

冊
構
成
）
は
、
本
年
の
東
京
片
貝

会
総
会
に
展
示
し
、
多
く
の
方
々

か
ら
賞
賛
と
管
理
に
対
す
る
ご
意

見
を
い
た
だ
い
た
。

 

「
や
せ
か
ま
ど
」
は
、
片
貝
の
庄

屋
、太
刀
川
喜
右
衛
門（
一
七
五
九

〜
一
八
二
九
）
が
、
文
化
・
文
政

時
代
を
中
心
に
、
片
貝
の
年
中
行

事
、
当
時
起
き
た
こ
と
な
ど
を
記

し
た
も
の
で
、
後
世
貴
重
な
文
献

郷
土
遺
産　

準
原
本

「
や
せ
か
ま
ど
」〝
佐
藤
本
〟

　

東
京
片
貝
会
か
ら

　
　
　
　

片
貝
町
へ
寄
贈

片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー
宿
泊
が

実
施
さ
れ
る

東京
グリーン
パレス

日本
テレビ
麹町

地下鉄有楽町線
麹町こうじまち
5 番又は 6 番
出口徒歩1分

有
楽
町
線

6番出口

５
番
出
口

市ヶ谷駅

麹
町

永田町

会
の
動
き

鑑
用
の
文
字
で
廬
と
同
じ
意
味
で

「
い
お
り
」「
そ
ま
つ
な
家
」で「
ろ
」

と
発
音
す
る
。
右
の
字
は
東
で
あ

り
印
鑑
用
の
文
字
で
「
と
う
ろ
」

即
ち
、
本
家
（
佐
藤
家
）
の
東
の

方
向
に
あ
る
家
と
言
う
意
味
で
あ

る
。（
故
彦
一
氏
談
）

　

片
貝
町
郷
土
史
研
究
会
で
は
来

年
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、 「
や

せ
か
ま
ど
」が
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

二
冊
の
写
本
の
比
較
か
ら
新
し
い

発
見
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
事
務
局
小
宮
）

　

本
年
の
片
貝
ま
つ
り
、
九
月
九

日
、
十
日
の
二
日
間
、
片
貝
町
協

議
会
の
お
骨
折
り
に
よ
り
、
総
合

セ
ン
タ
ー
へ
の
東
京
片
貝
会
会
員

の
素
泊
ま
り
宿
泊
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

近
年
、
東
京
片
貝
会
の
会
員
か

か
ら
、
実
家
、
親
戚
が
無
く
な
り

宿
泊
す
る
と
こ
ろ
が
無
く
、
帰
れ

な
い
と
言
う
声
が
聞
か
れ
、
片
貝

町
と
も
相
談
し
て
き
ま
し
た
。

　

総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
宿
泊
を
想

定
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
は
無

い
た
め
に
、
今
回
は
会
員
の
研
修

を
兼
ね
た
も
の
と
し
た
仮
眠
宿
舎

と
し
て
対
応
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

宿
泊
に
は
、
い
く
つ
か
の
制
約

が
あ
り
ま
す
が
、
素
泊
ま
り
で
一

日
十
五
名
ま
で
で
す
。
本
年
は
連

絡
が
急
で
あ
っ
た
た
め
に
、
七
名

が
体
験
宿
泊
を
行
い
ま
し
た
。
町

中
で
あ
り
、
近
代
的
設
備
が
整
い

立
派
な
浴
場
も
あ
り
快
適
に
過
ご

し
ま
し
た
。

　

来
年
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、

更
に
細
か
な
点
を
協
議
会
と
話
し

合
い
を
行
い
、
次
回
の
総
会
で
、

皆
様
に
ご
報
告
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
原
本
は
現

在
所
在
不
明
で
あ
る
。

　

写
本
は
、
昭
和
十
年
前
後
、
当

時
の
村
長
佐
藤
国
二
郎
氏
が
郷
土

の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
に
着

目
さ
れ
、
大
西
光
太
郎
氏
に
よ
り

作
成
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
新
野
亮

太
郎
氏
が
更
に
一
部
写
本
を
依
頼

し
作
成
さ
れ
た
の
が
“
新
野
本
”

と
呼
ば
れ
る
。「
や
せ
か
ま
ど
」“
佐

藤
本
”
は
、
国
二
郎
氏
の
息
子
さ

ん
の
佐
藤
彦
一
氏
か
ら
、
平
成

十
二
年
東
京
片
貝
会
へ
寄
贈
さ
れ

た
。

　

佐
藤
国
二
郎
氏
は
、
明
治

二
十
八
年
片
貝
生
ま
れ
で
、
佐
藤

家
か
ら
分
家
さ
れ
た
。“
佐
藤
本

“
の
各
冊
の
目
録
の
ペ
ー
ジ
に
印

鑑
（
絵
参
照
）
が
捺
印
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
印
鑑
の
左
の
文
字
は
印
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第
53
回
東
京
片
貝
会
総
会
は
会

員
79
名
、
片
貝
か
ら
は
大
塚
浩
一

片
貝
町
協
議
会
会
長
は
じ
め
35
名

の
方
々
に
参
加
頂
き
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
塚
悟
会
長
が
「
少
子
化
が
進

ん
で
い
る
が
東
京
片
貝
会
は
故
郷

片
貝
と
連
携
を
と
り
少
人
数
に
な

っ
て
も
継
続
し
て
い
く
」
と
挨
拶

さ
れ
、
大
塚
浩
一
片
貝
町
協
議
会

長
、
吉
原
正
幸
市
議
、
友
田
明
石

Ｊ
Ａ
越
後
お
ぢ
や
組
合
長
が
来
賓

を
代
表
し
て
片
貝
の
近
況
報
告
を

交
え
て
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

又
、
今
年
も
片
貝
小
・
中
両
校

に
図
書
費
10
万
円
ず
つ
寄
贈
し
ま

し
た
。
引
続
き
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
小
中
学
校
の
校
歌
、
伝
統
芸
能

保
存
会
の
「
木
遣
り
」
と
「
シ
ャ

ギ
リ
」、
の
ど
自
慢
大
会
な
ど
で

盛
上
り
ま
し
た
。
最
後
は
恒
例
の

「
あ
あ
上
野
駅
」
で
故
郷
を
思
い
、

寺
町
明
美
さ
ん
の
花
火
ア
ナ
ウ
ン

ス
入
り
「
木
遣
り
」
を
全
員
で
熱

唱
、
懇
親
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
Ｊ
Ａ
越
後
お
ぢ
や
様

よ
り
参
加
者
全
員
に
「
小
千
谷
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（2）

【
ご
来
賓
出
席
】（
敬
称
略
）

大
塚
浩
一
（
片
貝
町
協
議
会
会

長
）、
吉
原
正
幸
（
小
千
谷
市
市

議
会
議
員
）、
友
田
明
石
（
Ｊ
Ａ

越
後
お
ぢ
や
組
合
長
）、
関
広
一

（
前
小
千
谷
市
市
長
）、
川
上
東

陽
（
小
千
谷
市
観
光
協
会
会
長
）、

清
水
千
冶
（
片
貝
中
学
校
校
長
）、

関
晶
子
（
片
貝
小
学
校
校
長
）、

安
達
隆
（
片
貝
中
学
校
同
窓
会
会

長
）、
安
部
恒
（
片
貝
中
学
校
同

窓
会
副
会
長
）、
市
川
英
雄
（
片

貝
町
煙
火
協
会
会
長
）、
山
口
恒

（
浅
原
神
社
社
務
長
）、根
本
忠（
片

貝
医
院
院
長
）、
山
村
光
雄
（
つ

ど
い
会
会
長
・
還
暦
）
外
２
名
、

小
宮
文
男（
恒
友
会
会
長
・50
歳
）、

久
賀
清
寿
（
翔
心
会
会
長
・
42
歳
）

外
２
名
、
名
塚
孝
一
（
片
貝
伝
統

芸
能
保
存
会
会
長
）
外
会
員
15
名

【
会
員
出
席
者
】（
敬
称
略
）

 

（
昭
和
13
〜
20
卒
）

　

黒
崎
音
吉
、
山
岸
慶
昭
、
本
田

ユ
キ
、
岩
片
智
恵
子
、
松
下
利
夫
、

山
口
光
雄
、
吉
原
俊
六
、
佐
藤
昭

六
、
小
宮
幸
雄
、
中
島
ヨ
シ
、
西

山
和
子
、
星
シ
ズ
、
江
澤
キ
ヨ

 

（
昭
和
21
〜
30
卒
）

　

清
水
好
男
、
佐
藤
安
治
、
神
林

勝
夫
、
阿
部
修
次
、
安
達
和
三
、

黒
崎
晴
郎
、
忍
足
良
子
、
大
塚
順

一
、
神
林
佳
子
、
豊
島
文
枝
、
小

宮
ト
シ
エ
、
長
岡
利
夫
、
中
村
恵

美
子
、
石
上
俊
夫
、
小
宮
秀
雄
、

溝
手
俊
一
、
石
川
春
子
、
本
田
善

一
、
佐
藤
祐
一
、
藤
塚
浩
治
、
松

岡
規
子
、
荒
木
ム
ツ
、
奥
瀬
洋
子
、

黒
崎
勝
、
品
田
紀
美
子
、
相
内
テ

ル
、
吉
井
均
、
鯉
島
照
雄
、
安
達

弘
之

 

（
昭
和
31
〜
40
卒
）

　

小
野
塚
清
、
藤
塚
悟
、
小
宮
善

興
、
大
塚
國
夫
、
芝
満
雄
、
黒
瀬

良
子
、
吉
井
信
三
、
諸
我
時
夫
、

安
達
弘
、
工
藤
イ
ツ
、
黒
崎
正
雄
、

五
十
嵐
哲
郎
、
山
家
恵
美
子
、
寺

町
明
美
、
本
田
秀
幸
、
松
井
京
子
、

本
田
利
美
、
芝
強
、
阿
部
武
、
小

野
塚
和
夫
、
天
野
八
重
子
、
佐
藤

正
志
、
相
崎
俊
夫

 

（
昭
和
41
卒
〜
）

　

山
口
光
夫
、
栗
原
知
子
、
安
達

徹
、
安
達
亮
一
、
内
藤
富
美
子
、

吉
井
宏
、
藤
塚
伸
雄
、
安
達
智
子
、

徳
永
隆
浩
、
徳
永
雅
史
、
堀
井
ひ

と
み
、
安
達
正
博
、
吉
田
貴
裕
、

友
田
啓

　

阿
部
源
一
（
昭
15
卒
）
何
よ
り

の
楽
し
み
は
東
京
片
貝
会
で
し

た
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

山
口
光
雄
（
昭
19
卒
）
私
達
の

ク
ラ
ス
は
参
加
者
名
簿
の
上
に
な

っ
て
き
ま
し
た
、
達
者
の
う
ち
は

参
加
し
ま
す
。
会
員
少
な
く
な
り

大
変
で
す
ね
。

　

清
水
敏
雄
（
昭
21
卒
）
今
回
も

出
席
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

ま
だ
遠
出
す
る
自
信
が
あ
り
ま
せ

ん
。
大
変
残
念
で
す
が
欠
席
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

本
田
正
弘
（
昭
28
卒
）
行
事
が

重
な
っ
て
し
ま
い
欠
席
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
盛
会
お
祈
り
し
ま
す
。

　

山
﨑
勝
子
（
昭
26
卒
）
何
時
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
病
気

検
査
の
た
め
欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

熊
谷
満
里
子
（
昭
31
卒
）「
会

報
」
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
感
銘
い

た
し
ま
し
た
。

　

吉
原
幸
夫
（
昭
33
卒
）
い
つ
も

会
報
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

堀
井
健
次
（
昭
34
卒
）
残
念
な

が
ら
所
用
が
あ
り
欠
席
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
会
報
い
つ
も
楽
し
く
読

ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

【
東
京
片
貝
会
へ
の
ご
寄
付
】

左
記
の
方
々
か
ら
東
京
片
貝
会
へ

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
、
順

不
同
）

　

友
田
明
石
（
Ｊ
Ａ
越
後
お
ぢ

や
）、
江
澤
キ
ヨ
（
19
）、
星
シ
ズ

（
19
）、
阿
部
修
次
（
21
）、
大
塚

順
一
（
22
）、
忍
足
良
子
（
22
）、

中
村
恵
美
子
（
23
）、
小
宮
秀
雄

（
26
）、
品
田
紀
美
子
（
28
）、
安

達
弘
之
（
30
）、
大
塚
國
夫
（
31
）、

芝
満
雄
（
31
）、
藤
塚　

悟
（
31
）、

諸
我
時
夫
（
32
）、
安
達
弘
（
33
）、

安
達
徹
（
41
）、
松
井
正
之
（
46
）、

徳
永
雅
史
（
53
）

会
員
短
信

東
京
の
木
遣
り　

片
貝
に
届
け
！

 
第
53
回
総
会
開
催
平
成
24
年
6
月
27
日

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

※
有
料
広
告
欄
※

諸我石材店
基碑・灯籠
石材加工販売

諸我和成
〒 947-0101
小千谷市片貝町一の町
0258-84-2317

税務相談
お気軽にどうぞ

もろが会計事務所
諸我時夫（昭32年卒）
柏市増尾8-22-9
自　宅　04-7176-4528
事務所　03-3888-4190

奥瀬
クリーニング店
奥瀬洋子
（昭28年卒・大屋敷）
〒194-0021
東京都町田市中町4-5-3
042-723-5727

（
伝
統
芸
能
保
存
会
の
皆
様
に
よ
る

シ
ャ
ギ
リ
演
奏

黒
崎
音
吉
氏
（
86
歳
）
御
逝
去

（
13
年
卒　

二
六
蛍
雪
会
）

　

11
月
26
日
御
逝
去
。
永
年
、

会
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
、
盛

り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

精密プレス金型
精密冶工具
〈設計製作〉

新越精機㈱
藤塚　悟（昭31・屋敷）
〒124-0012
葛飾区立石8-54-7
03-3696-0561
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東
京
片
貝
会
の
皆
様
、
私
は
片

貝
中
学
校
第
31
回
卒
業　

恒
友
会

の
安
達
勝
己
と
申
し
ま
す
。　

　
「
人
生
は
自
ら
切
り
開
く
も

の
。」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、

宿
命
の
地
片
貝
を
後
に
し
、
自
分

の
仕
事
を
使
命
と
信
じ
、
運
命
に

挑
み
続
け
て
き
ま
し
た
。
信
じ
た

道
に
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

振
り
返
る
と
、
私
は
自
分
の
た
め

だ
け
に
生
き
る
生
き
方
を
し
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

愛
す
る
両
親
な
の
に
仕
事
を
言

い
訳
に
親
孝
行
は
何
一
つ
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
一
番
寄
り
添
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
弟
や
妹
に
も
反

対
に
気
遣
い
を
さ
せ
続
け
て
い
ま

す
。「
他
人
の
心
の
痛
み
の
わ
か
る

人
間
で
あ
り
た
い
。」
と
思
い
続

け
て
き
た
私
で
す
が
、
本
当
は
自

分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
生
き
て

来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
気
持
ち
が
落
ち
着

か
ず
、
す
ぐ
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
事

が
多
く
な
り
、
大
き
な
心
を
持
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
自
分
は
情

け
な
い
自
分
だ
け
が
私
を
覆
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
講
演

会
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
自
分
を

見
つ
め
な
お
す
日
々
を
始
め
た
の

で
す
。

　

自
分
と
は
何
か
？
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
探
し
て
い
る
中
で
、
片

貝
の
し
が
ら
み
か
ら
離
れ
て
い
た

自
由
な
自
分
が
実
は
そ
れ
を
ず
っ

と
求
め
続
け
て
い
た
こ
と
に
気
付

い
た
の
で
す
。
平
成
24
年
９
月
10

日
、
50
歳
の
片
貝
祭
り
は
子
供
の

頃
の
自
分
に
戻
っ
て
祭
り
を
楽
し

も
う
…
…
と
心
に
決
め
て
、
再
会

し
た
恒
友
会
の
仲
間
、
恩
師
、
片

貝
町
民
の
方
々
に
接
し
な
が
ら
、

片
貝
町
を
最
大
限
の
五
感
を
使
っ

て
歩
き
ま
し
た
。
色
々
な
方
々
に

声
を
か
け
、
握
手
し
、
そ
し
て
抱

き
し
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
ま
で

の
時
間
の
中
で
最
高
の
時
間
で
あ

り
ま
し
た
。

　

東
京
片
貝
会
の
皆
様
、
片
貝
の

子
供
た
ち
は
片
貝
の
心
、
感
謝
す

る
心
で
す
、
を
持
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
が
何
気
な
く
話
し
た
町
外
の

人
か
ら
の
投
書
に
、「
片
貝
の
子
供

た
ち
は
横
断
歩
道
で
車
が
停
ま
っ

て
く
れ
る
と
、
ま
ず
一
礼
し
、
横

断
し
た
後
も
必
ず
一
礼
し
て
く
れ

る
。
そ
の
方
は
今
ま
で
片
貝
以
外

で
も
同
じ
行
為
を
行
っ
て
い
る

が
、
片
貝
の
子
供
達
は
全
員
が
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
く
れ
る
。

素
晴
ら
し
い
町
で
あ
る
。」
と
い

う
も
の
で
し
た
。
そ
の
話
を
聞
い

て
私
は
心
が
穏
や
か
に
な
り
ま
し

た
。
講
演
会
で
子
供
達
に
接
し
た

時
、
一
人
ひ
と
り
の
目
の
輝
き
が

私
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は
東
京
片
貝
会
の

皆
様
を
始
め
片
貝
町
民
、
小
中
学

校
の
教
職
員
の
方
々
の
深
い
愛
情

の
中
で
育
ま
れ
生
活
し
て
い
ま

す
。
私
も
今
、
そ
の
お
か
げ
で
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
使
命
に
生
き

て
い
こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
何

処
で
最
後
を
迎
え
て
も
魂
は
片
貝

に
帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

「
見
え
な
い
心
が
見
え
る
町
、
片

貝
」
ふ
る
さ
と
片
貝
に
育
て
ら
れ

た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
安

達
）

【
母
校
を
励
ま
す
会
基
金

　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
者
名
】

（
敬
称
略
・
順
不
同
）・（
卒
年
）

（
Ｈ
24
・
4
・
1
〜
10
・
31
）

三
井
ミ
ヨ（
10
）、黒
崎
音
吉（
13
）、

山
岸
慶
明
・
内
山
キ
ミ（
15
）、
本

田
ユ
キ
・
岩
片
智
恵
子（
16
）、
松

下
利
夫（
18
）、
江
澤
キ
ヨ
・
星
シ

ズ
・
小
宮
幸
雄
・
佐
藤
昭
六
・
山

口
光
雄（
19
）、
阿
部
修
次
・
神
林

勝
夫
・
黒
﨑
晴
郎
・
佐
藤
安
治
・

安
達
和
三（
21
）、
大
塚
順
一
・
神

林
佳
子（
22
）、中
村
恵
美
子（
23
）、

新
澤
須
美
・
山
口 

弘
（
24
）、
小

宮
秀
雄
（
26
）、
藤
塚
浩
治
・
松

岡
規
子
・
荒
木
ム
ツ
・
佐
藤
祐
一

（
27
）、
相
内
テ
ル
・
黒
崎 

勝
・
品

田
紀
美
子
・
奥
瀬
洋
子
・
本
田
正

弘（
28
）、
鯉
島
昭
雄（
29
）、
安
達

弘
之（
30
）、
大
塚
國
夫
・
藤
塚
悟
・

小
野
塚
清 

・
芝　

満
雄
・
黒
瀬

良
子
・
宇
野
澤
誠
子
・
熊
谷
満
里

子（
31
）、
吉
井
信
三
・
諸
我
時
夫

（
32
）、
安
達
弘
（
33
）、
堀
井
健
次

（
34
）、
五
十
嵐
哲
郎
・
工
藤
イ
ツ
・

山
屋
恵
美
子
・
黒
崎
正
雄
・
高
波

国
男
、
小
宮
文
雄（
35
）、
本
田
秀

幸
・
松
井
京
子
・
寺
町
明
美
（
37
）、

阿
部 

武
・
小
野
塚
和
夫
・
芝  

強
・

本
田
利
美
・
坂
牧 

正
・
藤
塚
栄

三
（
38
）、
佐
藤
正
志
（
39
）、
相

崎
俊
夫
（
40
）、
安
達
亮
一
（
42
）、

内
藤
富
美
子
（
43
）、
高
野
昭
人

（
47
）、
藤
塚
伸
雄
（
48
）、
徳
永

隆
浩
・
安
達
智
子
（
52
）、
徳
永

雅
史
（
53
）、
堀
井
ひ
と
み
（
54
）、

安
達
正
博
（
55
）

・
白
樺
会
同
級
会   

５
／
22
〜
23

　

江
の
島
に
て
開
催
、
14
名
が
参

加
（
片
貝
よ
り
６
名
参
加
）

　

初
日
は
雨
、
雨
の
中
江
の
島
観

光
、
ホ
テ
ル
で
宴
会
後
部
屋
に
戻

り
思
い
出
話
に
花
が
咲
く
。
翌
日

は
晴
れ
、
海
を
挟
ん
だ
箱
根
連
山

の
上
に
は
富
士
山
が
く
っ
き
り
。

江
ノ
電
を
利
用
鎌
倉
観
光
、
時
間

の
都
合
も
あ
り
長
谷
の
大
仏
観
光

後
鎌
倉
市
内
へ
。
午
後
は
自
由
に

観
光
、
小
町
通
り
で
買
い
物
を
し

解
散
、
帰
途
に
つ
い
た
。

・
43
年
卒
つ
く
し
会 

11
／
24
〜
25

　

つ
く
し
ん
ぼ
〜
お
楽
し
み
ツ
ア

ー 

奥
武
蔵
温
泉
に
て
一
泊
。
鎌

北
湖
畔
の
宿
「
晩
秋
の
も
み
じ
彩

る
恋
心 

ほ
の
字
に
染
ま
る
熟
年

男
女
」
翌
日
は
小
江
戸
川
越
を
散

策
。
片
貝
組
と
合
わ
せ
20
名
参
加

・
23
回
卒
つ
ぐ
み
会　
　

 

10
／
27

　

首
都
圏
在
住
者
は
、
東
京
つ
ぐ

み
会
と
称
し
、
都
内
（
汐
留
）
に

集
ま
り
ま

し
た
。
少

数
精
鋭
６

名
で
し
た

が
、
２
年

後
の
還
暦

花
火
の
話

し
な
ど
で

お
お
い
に

盛
り
上
が

り
ま
し
た
。（
安
達
亮
一
）

母
校
へ
の
ご
寄
付
を
！

郵
便
振
込
み
、
郵
送
に
て

お
申
込
み
は
事
務
局
ま
で

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

母
校
を
励
ま
す
会
教
育
講
演
会

「
私
が
選
ん
だ
道
」

　
　
　

安
達
勝
己
氏　

昭
和
50
年
卒　

恒
友
会

　
　
　

平
成
24
年
10
月
12
日　

片
貝
中
学
校
に
て

第 30回

ご両親と

「患者さんとお医者さん」
〜にゃんこ先生奮闘記〜
　　　　　安達昌子 著
人に寄り添う医療を求めて
発売：丸善出版
発行：マイウェイ書房
TEL 03-5826-5787
http://www.myway-kyokai.gr.jp
info@myway-kyokai.gr.jp

信　濃
後藤美恵子（旧姓刃毛田）
（昭31年卒）
さいたま市西区指扇領
別所380-28
Tel・Fax.048-623-1283

季節料理
海の幸・田舎料理・けんさん焼

安心の里いこう
高波（旧姓･横山）国男
（昭35年卒･池津）
〒121-824
足立区西伊興3-7-2
03-3856-6541

安心できる「いこう」の暮らし
グループホーム（高齢者福祉施設）

江ノ島にて　白樺会

同
級
会
の
動
き
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男
子　

千
五
百
Ｍ
①
山
口
敦

大
、
走
高
跳
①
小
林
大
希
、
女
子

八
百
Ｍ
①
小
宮
涼
花　
　
　
　
　

市
内
各
種
大
会  　
　

　

卓
球 

男
子
団
体
優
勝
、
女
子

団
体
②
、男
子
個
人
①
小
宮
祐
樹
、

排
球
優
勝
、
野
球
②
、
籠
球
②　

中
越
地
区
各
種
大
会　
　
　
　

　

卓
球
男
子
団
体
③
、
排
球
④　

通
信
陸
上
大
会　
　
　
　
　

　

千
五
百
Ｍ
②
山
口
敦
大　
　
　

中
越
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞　

北
信
越
陸
上
大
会
千
五
百
Ｍ
⑫
山

口
敦
大　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良
、
６
年
百
ｍ
①
吉
井
柊
斗
②
大

矢
涼
介
、
５
・６
年
走
高
跳
①
大
矢

隼
、
５
・
６
年
ボ
ー
ル
投
げ
②
安

達
大
和
、
４
×
百
ｍ
Ｒ
①
片
貝
小

Ａ
（
内
山
颯
・
吉
井
柊
斗･

安
達

大
和
・
大
矢
涼
介
）
③
片
貝
小
Ｂ

（
五
十
嵐
空
良
・
大
矢
隼･

阿
部
大

斗
・
佐
藤
旦
陽
）、
女
子
４
年
百

ｍ
②
品
田
萌
衣
③
小
林
萌
香
、
走

幅
跳
③
金
澤
日
南
、
６
年
百
ｍ
①

五
十
嵐
沙
月
、
５
・
６
年
走
高
跳

①
青
木
玲
緒
、
４
×
百
ｍ
Ｒ
②
片

貝
小
Ａ
（
青
木
玲
緒
・
五
十
嵐
沙

月
・
門
倉
奈
海
・
清
水
麻
由
）

市
小
学
校
親
善
陸
上
大
会
９
／
27

　

男
子
百
ｍ
走
①
吉
井
柊
斗
③
大

矢
涼
介
、
走
り
幅
跳
び
①
安
達
大

和
、
４
×
百
ｍ
Ｒ
①
片
貝
（
高
野

翔
・
吉
井
柊
斗
・
安
達
大
和
・
大

小
千
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯

　

排
球
優
勝
片
中
Ａ
、
野
球
②　

山
城
杯
争
奪
バ
レ
ー　

優
勝　
　

わ
た
し
の
主
張
小
千
谷
魚
沼
大
会

  

優
秀
賞　

安
達
諒　
　
　
　

燕
市
近
郷
中
学
校
卓
球
大
会  

　

男
子
個
人
③
吉
井
大
樹　
　
　

市
内
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー　

　

男
子
Ａ
競
技　

優
勝　
　
　
　

中
越
地
区
中
学
校
駅
伝　

５
位　

新
潟
県
中
学
校
駅
伝
大
会

　

男
子　

42
校
中
８
位
（
高
橋
幸

樹
、
山
口
大
哉
、
山
口
敦
大
、
小

野
塚
憲
司
、
小
林
椋
、
黒
崎
虎
太

朗
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
崎
刈
羽
中
学
バ
レ
ー　

３
位　

ゆ
の
た
に
バ
レ
ー　

優
勝

矢
涼
介
）、
女
子
百
ｍ
走
①
五
十

嵐
沙
月
、走
り
高
跳
③
青
木
玲
緒
、

４
×
百
ｍ
Ｒ
③
片
貝（
門
倉
奈
海
・

五
十
嵐
沙
月
・
丸
山
二
千
花
・
清

水
麻
由
）

新
潟
県
競
書
大
会
（
毛
筆
）

　

準
特
選
鈴
木
ふ
う
、
高
野　

葵

市
児
童
科
学
研
究
発
表　

９
／
24

　

佳
作
賞
横
山
叶
枝
、神
林
莉
緒
、

芝
稀
平
、
横
山
生
、
佐
藤
史
都
、

丸
山
二
千
花

市
児
童
生
徒
科
学
作
品
展
覧
会

　

佳
作
賞
大
野
拓
、
風
間
美
結

夢
の
錦
鯉
コ
ン
テ
ス
ト
９
／
22
〜

　

銅
賞
小
林
日
香
莉

市
民
発
明
工
夫
・
模
型
工
作
展

　

発
明
奨
励
賞
吉
井
萌
華
、

　

模
型
工
作
奨
励
賞
澤
中
可
恋
、

安
達
英
俊
、
大
矢
颯
平

町
の
で
き
ご
と

・
片
貝
祭
り

　

若
・
小
若
や
同
級
会
の
玉
送
り

の
笛
、
太
鼓
が
町
内
に
響
き
、
祭

り
ム
ー
ド
満
点
。
天
候
に
恵
ま

れ
、
四
尺
玉
二
発
、
三
尺
玉
四
発

な
ど
豪
快
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花

火
も
雲
に
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
も
な

く
、
澄
ん
だ
夜
空
に
花
開
い
て
い

た
。
境
内
で
は
屋
根
が
新
設
さ
れ

た
相
撲
場
で
県
内
選
抜
力
士
に
よ

る
恒
例
の
相
撲
大
会
が
観
客
を
集

め
て
い
た
。

・
片
貝
町
民
駅
伝  　

  

11
／
13

　

小
学
校
グ
ラ
ン
ド
発
着
５
区
間

12
㎞
、
小
学
生
か
ら
還
暦
過
ぎ
ま

で
35
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
部
門

別
で
、
総
合
①
片
貝
中
チ
ー
ム
②

え
！
１
位
ね
ら
っ
て
な
い
っ
す
よ

③
ラ
ク
ラ
ク
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ
、
女
子
①

Ｇ
Ｔ
Ｔ
②
翔
心
会
Ｂ
、
同
級
会
①

恒
嘩
会
Ａ
、
社
会
人
①
て
組
古
若

A
②
な
か
よ
し
会
伊
佐
さ
ん
の
め

ぐ
み
③
片
貝
製
作
所
Ａ

・
お
盆
町
内
対
抗
野
球
大
会

　

８
／
15　

町
内
七
チ
ー
ム
が
参

加
。①
三
ノ
町（
相
崎
敏
・
芝
昭
男
・

芝
直
樹
・
浅
田
淳
成
・
浅
田
辰
徳
・

浅
田
雅
人
・
浅
田
勇
太
・
横
山
貴

行
・
黒
崎
潤
・
横
山
亮
太
・
佐
藤

正
美
）
②
一
ノ
町

・
片
貝
保
育
園
児
イ
モ
堀

　

横
山
隆
一
さ
ん
が
無
償
提
供
す

る
町
裏
の
芋
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
ほ

り
。
百
名
以
上
の
園
児
が
歓
声
を

上
げ
て
い
た
。

ふ
る
さ
と
・
は
・
今　
　
　

　
　
　
　

Ｈ
24
年
6
月
よ
り

Ｈ
24
年
11
月
ま
で

母 
校 

近 

況

　
　

■
中
学
校

　

平
成
24
年
度
片
貝
中
学
校
の
大

会
等
の
主
な
記
録
で
す
。
千
五
百

Ｍ
で
陸
上
北
信
越
大
会
に
出
場
し

た
こ
と
、
駅
伝
男
子
が
県
大
会
８

位
に
入
賞
し
た
こ
と
が
大
き
な
出

来
事
で
し
た
。

第
１
回
カ
イ
ク
ニ
杯
卓
球
大
会

　

男
子
団
体　

優
勝 　
　
　
　

十
日
町
市
長
杯
バ
レ
ー　

優
勝　

市
内
陸
上
大
会

　
　

■
小
学
校

わ
ん
ぱ
く
相
撲
小
千
谷 

５
／
12

　

女
子
３
年
③
藤
塚
亜
子
、
６
年

①
青
木
玲
緒
、
男
子
４
年
③
阿
部

道
徳
、
５
年
②
宮
島
永
遠
、
特
別

賞
４
年　

阿
部
道
徳

小
千
谷
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳 

７
／
28

 

６
年
50
ｍ
背
泳
①
内
山
颯
、
50

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
大
矢
涼
介
、
百

ｍ
平
泳
②
大
矢
涼
介
、
女
子
６
年

百
ｍ
平
泳
①
五
十
嵐
沙
月
、
50
ｍ

背
泳
②
安
達
梨
花 

、
百
ｍ
自
由

形
②
丸
山
二
千
花
、
50
ｍ
自
由
形

③
丸
山
二
千
花　
　
　
　
　
　
　

小
千
谷
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上 

８
／
19

　

男
子
４
年
百
ｍ
①
阿
部
道
徳
、

八
百
ｍ
②
坂
井
洸
介
、
千
五
百
ｍ

①
大
矢
隼
、
走
幅
跳
②
五
十
嵐
空

（4）

・
大
相
撲
錣
山
部
屋
朝
稽
古

　

８
／
11　

浅
原
神
社
境
内
の
相

撲
場
で
朝
稽
古
を
見
る
会
に
八
百

人
く
ら
い
の
観
客
が
集
ま
っ
た
。

海
洋
高
校
と
能
生
中
学
校
の
相
撲

部
員
も
合
流
し
稽
古
を
行
っ
た
。

・
片
貝
総
合
文
化
展

　

総
合
セ
ン
タ
ー
で
11
／
２
〜
３

開
催
。
美
術
、
陶
芸
、
生
け
花
、

写
真
、
生
徒
作
品
な
ど

・
小
千
谷
市
展 

10
／
27
審
査

　

片
貝
の
入
選
者
は
南
波
謙
一

（
水
墨
画
）、黒
崎
剛
（
工
芸
・
彫
塑
）

浅
田
京
子
（
同
）

・
市
民
弓
道
大
会　
　

 

８
／
５

　

県
内
外
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、

26
名
が
戦
っ
た
。
片
貝
入
賞
者
は

女
子
五
十
射
の
部
③
佐
藤
純
子　

・
佐
平
冶
ま
つ
り　
　

 

10
／
6

　

津
南
町
結
東
神
社
に
て

　

片
貝
か
ら
も
片
貝
町
協
議
会
や

商
工
振
興
会
か
ら
多
数
出
席
し
佐

藤
佐
平
治
翁
碑
の
前
で
遺
徳
を
偲

ん
だ
。

・
野
点
と
野
外
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

片
貝　
　
　
　
　

 

10
／
8

　

四
之
町
越
後
屋
さ
ん
に
て
合
唱

グ
ル
ー
プ
「
山
河
」
が
企
画
、

二
百
名
が
集
ま
り
盛
会
だ
っ
た
。

・
魚
沼
病
院
と
小
千
谷
病
院

　

四
年
後
に
統
合
を
発
表

　

規
模
の
拡
大
で
の
存
続
を
目
指

し
て
三
年
来
協
議
が
続
け
ら
れ
て

い
た
統
合
協
議
が
ま
と
ま
り
、
統

合
の
発
表
が
あ
っ
た
。
四
年
後
に

開
院
予
定
で
あ
り
、
市
民
の
医
療

を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
場
所
は
未
定
。。

・
Ｊ
Ａ
越
後
お
ぢ
や

　

十
周
年
の
つ
ど
い　

 

11
／
12

　

平
成
16
年
の
中
越
大
震
災
を
乗

り
越
え
て
、
合
併
以
来
十
年
順
調

に
発
展
し
て
き
た
。
地
域
の
農
業

振
興
、
復
旧
復
興
に
貢
献
し
た
と

祝
辞
が
あ
っ
た
。　

・
潜
在
型
農
園
ラ
ウ
ベ
募
集

　

山
本
山
に
30
棟
（
農
園
二
百
㎡
、

建
屋
四
十
㎡
）
あ
り
、
年
四
十
万

円
弱
で
利
用
で
き
、
多
彩
な
行
事

も
あ
る
。
利
用
は
年
単
位
、
希
望

者
は
市
ま
で
。

・
市
高
齢
化
率
は
28
％
強

　

厚
生
労
働
省
発
表
。
全
国
平
均

23
％
、
新
潟
県
26
％
を
上
回
っ
て

い
る
が
、
県
内
20
市
中
10
番
目
。

百
歳
以
上
は
21
人
、
要
介
護
認
定

者
は
二
〇
四
九
人

・
秋
の
求
人
、
求
職
状
況

　

有
効
求
人
倍
数
０
・
７
５
倍
と

以
前
厳
し
い
状
況
。
高
校
卒
業
の

求
職
者
も
70
名
程
度
と
の
こ
と

あ
と
が
き

　

片
貝
で
は
ま
つ
り
に
続
い
て
町

民
運
動
会
や
、
町
民
駅
伝
な
ど
が

開
催
さ
れ
、
厄
年
の
同
級
会
で
は

正
月
の
福
も
ち
ま
き
な
ど
に
始
ま

る
記
念
行
事
の
準
備
を
始
め
て
い

ま
す
。
伝
統
の
バ
レ
ー
部
は
最
少

の
六
名
で
戦
っ
て
い
ま
す
。
出
欠

返
信
ハ
ガ
キ
な
ど
で
近
況
な
ど
、

皆
様
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。　

 

本
田
秀
幸
、
安
達
徹

○
数
字
は

　
　

順
位

○
数
字
は

　
　

順
位


